
○津山工業高等専門学校海外インターンシップ実施規程 
 

 

                        令和６年６月１９日 

                        規 程 第 ６ 号 

 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，津山工業高等専門学校の教育課程に基づく科目「海外インターン

シップ」（以下「実習」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 

 

（実習の目的） 

第２条 学生が，実習を履修する海外の国，若しくは地方公共団体の機関又は会社等の

法人（以下「実習機関」という。）において，就業体験を積み，高度な知識や技術に

触れることにより，実務能力を高めるとともに，学校で修得した知識や技術が実社会

でどのように活用されているかを理解し，併せて社会人及び技術者としての心構えを

修得することを目的とする。 

 

（実習機関） 

第３条 実習は，校長が指定する実習機関において行うものとする。 

 

（実習の時期） 

第４条 実習の時期は，原則として，学業に差障りのない期間とする。 

 

（実習の履修手続） 

第５条 実習を履修しようとする学生（以下「実習生」という。）は，所定の期日まで

に実習履修願（別紙様式１）その他必要書類を校長に提出しなければならない。 

２ 校長は，前項の実習履修願に基づき，実習機関へ依頼するものとする。 

 

（経費） 

第６条 実習に要する経費は，原則として実習生の負担とする。 

 

（実施責任者及び実習担当教員） 

第７条 実習における実施責任者は，国際交流センター長とし，実習担当教員は，国際



交流センター運営委員会学生派遣支援部会教員とする。 

２ 実習担当教員は，実習機関の把握等を行うものとする。 

３ 実習担当教員の業務は，系長若しくは他の教員が代行できるものとする。 

 

（報告） 

第８条 校長は，実習証明書（本校所定（別紙様式２）又は実習機関所定のものにより，

実習評価を含むもの）の提出を実習機関へ依頼するものとする。 

２ 実習生は，実習終了後，所定の期日までに実習報告書（別紙様式３）により，実習

担当教員を経て実施責任者に提出しなければならない。 

 

（評価及び単位の認定） 

第９条 実習担当教員は，次の各号により実習の成果を評価し，単位の認定を行うもの

とする。 

一 実習の単位は，実習機関における１日の履修時間の上限を８時間とし，60時間以

上をもって２単位とする。 

二 実習の評価は，前条に規定する実習証明書及び実習報告書等に基づき100点法で行

うものとする。 

 

（守秘義務） 

第１０条 実習生は，実習において知り得た実習機関に係る秘密を漏らしてはならず，

また，本校卒業後においても同様とする。 

 

（実習中の災害等） 

第１１条 実習中に災害などの事故があった場合は，校長は速やかに必要な処置を講ず

るものとする。 

 

（保険） 

第１２条 実習生は，実習に当たり傷害保険に加入するものとする。 

 

（雑則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか，実習に関し必要な事項は，別に定める。 

 

（事務） 

第１４条 実習に関する事務は，学生課において処理する。 



 

    附 則 

 この規程は，令和６年６月１９日から施行し，令和６年４月１日から適用する。 



別紙様式１ 

 

 

 

 

 

実施責任者 実習担当教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外インターンシップ履修願 

 

 

                               令和  年  月  日 

 

  津山工業高等専門学校長 殿 

 

                      総合理工学科      系  年   番 

 

                      氏 名                  

 

 

 下記のとおり，海外インターンシップを履修したいので，御許可くださるようお願いいたし

ます。 

 

記 

 

実習機関名等  

実習担当教員 

（学級担任） 
 

実 習 期 間 令和  年  月  日  ～ 令和  年  月  日 

そ の 他 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式２ 

実 習 証 明 書 
Certificate of Internship Completion 

 

    年  月  日 
（Date of issue） 

 

下記のとおり，当事業所において，実習したことを証明します。 
（This is to certify that the internship has been completed as follows.） 

 

住  所/Address 

 

会社名等/Organization, Company 

 

代 表 者/Certifier         ㊞ 
Signature or Seal 

 

学 校 名 
Organization 

津山工業高等専門学校       総合理工学科第   学年 
National Institute of Technology,     Department of Integrated 

 Tsuyama College            Science and Technology    grade 

氏  名 
Name of intern 

 

 

実習期間 
Period of 

intern 

年  月  日 ～    月  日   実働   時間 / Hours 
Period : From(Year / Month / Day) to (Month / Day)    (Number of hours worked) 

実習内容 
Outline of 

internship 

 

講  評 
Comments 

評  価 
Overall 

Evaluation 

□優れている □良好 □普通 □やや劣る  □劣る 
Excellent    Good  Average Below Average  Poor 

実習態度に 

ついての 

総合所見 
Overall 

remarks on 

intern’s 

attitude 

 

出  勤 

状  況 
Attendance 

reports 

出  勤 
Present 

日 
（days） 

欠  勤 
Absence 

日 
（days） 

遅  刻 
Late coming 

日 
（days） 

早  退 
Early finishing 

日 
（days） 



別紙様式３ 

実施責任者 実習担当教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外インターンシップ報告書 

 

 

                              令和  年  月  日 

 

  津山工業高等専門学校長 殿 

 

                      総合理工学科      系  年   番 

 

                      氏 名                  

 

 

 下記のとおり，海外インターンシップの報告をします。 

 

記 

 

 学外実習機関名 

   及 び 

 配 属 先 等 

 

 

 

 

 実 習 期 間 

令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

 

                 （     時間） 

 実 習 概 要  

 そ の 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意：単位認定に必要と認めたときは，学外実習担当教員が本報告書と別の報告書等の提出

を求めることがある。この場合は，その指示に従うこと。 


